ＨＴＭＬの基礎

１　ＨＴＭＬの考え方

　　基本的にＨＴＭＬは，何をどのように表示するかを決定する言語である。

　　たとえば，下左のようなページを表示したい場合，下右のように記述する。

　　＜＞でかこまれた部分をタグという。

例１
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	＜水平線＞

＜見出し１　センタリング＞

ようこそ！＜改行＞

○○○○のページに＜／見出し＞

＜水平線＞

＜改行＞

＜イメージ　ソースは"kao.bmp" 右　回込み＞

＜フォント サイズは５ 色は青＞☆自己紹介＜／フォント＞＜改行＞

平成□年□月□日生まれ＜改行＞

□□□□部に所属＜改行＞

趣味は，□□□□で，将来は□□□□に携わりたい。＜改行＞

＜改行＞

＜フォント　サイズは４　色は”220044”＞
＜斜体＞☆最近頑張っていること＜／斜体＞＜／フォント＞＜改行＞

□□□□向けて□□□□に頑張っている。＜改行＞


２　ＨＴＭＬの構造
　　ＨＴＭＬの文章の基本的な構造は以下のようである。

例２
	  
　<HTML>                                 開始タグ
  <HEAD>

  <TITLE>My Page</TITLE>

  </HEAD>

  <BODY>

  ようこそ

  </BODY>

</HTML>                                終了タグ




<HTML>～</HTML>　　このタグの間はHTMLで書かれていることを宣言している。
<HEAD>～</HEAD>　　このタグの間はヘッダ部分である。
<TITLE>～</TITLE>　　ここに入力した文がページのタイトルとなり，タイトルバーに表示される。お気に入り（ブックマーク）にも使われる。
<BODY>～</BODY>　　ここにページの本文が書かれる。
３　ＨＴＭＬの作成
1 テキストエディタ（メモ帳など）を起動させる。

2 HTMLを記述する。

3 ファイルを保存する。　拡張子はhtmかhtmlにする。

４　ＨＴＭＬの作成ファイルの表示
　インターネットブラウザ（インターネットエクスプローラやネットスケープ）でそのファイルを読み込むとＨＴＭＬ言語を解読して，Webページとして表示する。

　※ブラウザとは，データやファイルの中身見るためのソフトの総称である。特に，Webページを画面上に表示するための閲覧ソフトをいうことがある。

演習１　

(1) デスクトップにmypageというフォルダを作成しなさい。

(2) 例２に書かれているＨＴＭＬをメモ帳に書いて，index.htmlで保存しなさい。

(3) 保存されたindex.htmlをダブルクリックして，ブラウザに「ようこそ」と表示されるのを確認しなさい。

５　「自己紹介ページ」の作成

（1） 見出しと水平ラインの作成
　ア）見出し

・<H  >～</H  >　(Header)

見出し文字で，文字のサイズをHの後ろには1から6までの数字で指定する。数字が小さいほど文字は大きく表示される。タグで囲まれている部分の前後は改行される。
　　　位置の指定も次の水平ラインと同様に可能である。

イ）水平ライン

　　・<HR>　（Horizontal Rule）　水平ラインを引く。ただし，前後は改行する。

　　・<HR ??????=”???”>　　　　太さ・横幅や表示位置なども指定できる。

　太さ　<HR SIZE=”n”>　…　nはピクセル数

　横幅　<HR WIDTH=”n”>　…　nはピクセル数

　　　　<HR WIDTH=”n%”>　…　ウインドウのn%の横幅

位置　<HR ALIGN=”***”>　…　***はright，center，left    (alignment 整列)

ウ）文の改行

　　・<BR>　（line BReak）　文を改行する。

演習２

(1) テキストエディタを開いて，下記のＨＴＭＬの○○○○に自分の氏名を入れ，index.htmlを書き換えて，保存しなさい。

(2) 保存されたindex.htmlをダブルクリックして，どのように表示されるのを確認しなさい。

	<html>

<head>

<title>○○○○のページ</title>

</head>

<body>

<hr>

<h1 align="center">ようこそ！<br>

○○○○のページに</h1>

<hr>
</body>

</html>


（２）文字の装飾

・<FONT>～</FONT>

改行されることなく文字の大きさ・文字の色の変更する。

文字の大きさは＜FONT SIZE=1>～<FONT SIZE=7>　　7が最大で，1が最小となる。

色の指定は＜FONT COLOR=”#******”＞　色は左から赤，緑，青のそれぞれを00からFF（16進数）までの256段階の強さで指定する。

　　※文字の色の例

16進数で指定　赤色<FONT COLOR=”#FF0000”>　青色<FONT COLOR=”#0000FF”>

名前で指定　　<FONT COLOR=green> 　他にblack,blue,green,redなど

　　・<B>～</B>　(Bold)　　　　   文字を太字にする。

　　・<I>～</I>　(Italic)　　　   文字を斜体にする。

　　・<U>～</U>　(Underline)　    文字にアンダーラインを引く。

　　・<S>～</S>　(Strike through) 文字に取消線を引く。

演習３

(1) テキストエディタを開いて，下記のＨＴＭＬの□□□□を適当に変え，index.htmlを書き換えて，保存しなさい。

(2) 保存されたindex.htmlをダブルクリックして，どのように表示されるのを確認しなさい。

(3) 色の指定を変更して，色が変わることを確認しなさい。

	<body>

<hr>

<h1 align="center">ようこそ！<br>

○○○○のページに</h1>

<hr>

<br>

<font size="4" color="blue">
<b>☆自己紹介</b></font><br>

平成□年□月□日生まれ<br>

□□□□部に所属<br>

趣味は，□□□□で，将来は□□□□に携わりたい。<br>

<br>

<font size="4" color="220044">

<i>☆最近頑張っていること</i></font><br>

□□□□向けて□□□□に頑張っている。<br>

</body>


（３）ページの設定

　　・<BODY BGCOLOR=????????>～</BODY>　  背景の色を指定する。

　　　　　　“#RRGGBB”で値を指定するか，blueなど色名で指定する。

　　・<BODY TEXT=????????>～</BODY>　　   標準のテキストの色を指定する。

演習４

(1) テキストエディタを開いて，下記のようにindex.htmlを書き換えて，保存しなさい。

(2) 保存されたindex.htmlをダブルクリックして，どのように表示されるのを確認しなさい。

(3) 色の指定を変更して，色が変わることを確認しなさい。

	<body bgcolor="bbddcc" text="225511">


（４）画像ファイルの表示
　・<IMG SRC=”?????”>　…　(IMaGe SouRCe)

・<IMG SRC=”?????” WIDTH=”n” HEIGHT=”n”　ALT=”??????”> 

　横幅・高さ・表示するテキストなども指定できる。

　横幅・高さ　”n”　…　nはピクセル数，”n%”　…　ウインドウのn%の横幅

代替テキストALT=”??????”　??????は，代替テキスト
　（alternative代わりのもの）

・<IMG SRC=”?????” ALIGN=”******”>　*****はtop,middle,bottom,left,right

画像とテキストの配置を決める。省略するとbottomになる。

top,middle,bottomは，１行のみの場合，left,rightは，複数行の場合。

　　・<BR CLEAR=”*****”>…*****はall,left,right

　テキストの回り込みを解除する。
演習５

(1) テキストエディタを開いて，下記の一文をindex.htmlに書き加えて，保存しなさい。

(2) 保存されたindex.htmlをダブルクリックして，画像が表示されるのを確認しなさい。

	<img src="kao.bmp" align="right">
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